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豊 前 市



豊前市の概要豊前市の概要

面積；111.12㎞2
人口；27,280人
森林；市域の約6割



これまでの取り組みこれまでの取り組み ～調査に取組む背景～～調査に取組む背景～

平成21年より豊前市住宅用太陽光発電システム設置費補助事業を実
施

公共施設についても導入を進めているが十分でない
理由として、賦存量など基礎的調査ができていない



調査の方針調査の方針

太陽光、小水力、バイオマスについて賦存量・利用可能量の調査を行
う
風力についてはデータから見て適さない

調査の成果を基に導入の可能性について個々に検討を行う

検討に当たっては導入コストや費用対効果についても検証する



調査地点の選定調査地点の選定



検討検討11 太陽光発電太陽光発電 ～角田公民館～～角田公民館～



検討検討22 バイオマスバイオマス ～木質バイオマス～～木質バイオマス～



検討検討33 バイオマスバイオマス ～その他バイオマス～～その他バイオマス～



検討検討44 小水力発電小水力発電



岩岳水電とは岩岳水電とは ～～

大正11年（1922）設立

岩屋地区と合河地区の一部、約600戸に送電

当初の発電出力は5キロワット前後、後に16～17キロワットになる

各戸の電灯は10燭光に限られていた

昭和15年 九州水力電気に買収される



岩岳水電のシステム岩岳水電のシステム



小水力発電の可能性小水力発電の可能性 ～岩岳水電の復活～～岩岳水電の復活～



再生エネルギー導入可能性調査の結果再生エネルギー導入可能性調査の結果



今後の取組み今後の取組み

�地域振興、環境教育のシンボルとして

岩岳水電復活への調査

重要文化的景観地域（求菩提の農村景観）

大学機関との連携大学機関との連携

�防災拠点としての公民館の整備

国、県の補助事業の活用


